
熱中症予防情報の提供及びモニタリング ２９百万円(１０ 万円)百

水・大気環境局 大気生活環境室

１．事業の概要

熱中症による健康被害を防止するため、高温環境の指標であるＷＢＧＴ

（Wet Bulb Globe Temperature（湿球黒球温度））の予測値を用い、インタ

ーネットを通じた熱中症予防情報の提供を行う。

また、観測装置を用いてＷＢＧＴのモニタリングを行い、予測値の補正を

行いながら予防情報の精度向上を図ることに加え、ヒートアイランド現象に

よる熱ストレスが顕著な地域において、ＷＢＧＴのモニタリングポイントを

増強（現在６箇所→14箇所）し、よりきめ細かな熱中症予防情報の提供を行

う。

２．事業計画
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熱中症予防情報の提供及びモニタリング

３．施策の効果

ヒートアイランド現象が顕著に見られる地域においてＷＢＧＴのモニタリ

ングポイントを増強することに加え、インターネット等を通じて熱中症予防

情報を提供することにより、熱中症による国民の健康被害を未然に防止する

ことができる。

４．備考

（内訳）

熱中症予防情報の提供とモニタリング ２９百万円



熱中症予防情報の提供・モニタリング

○全国６箇所でＷＢＧＴを実測

○インターネットを通じ、ＷＢ
ＧＴの実測値及び予報値（都
道府県毎）を提供

（１）熱中症予防情報サイト （２）ＷＢＧＴ計の設置状況

熱中症患者数の推移

○ＷＢＧＴの実測地点をﾋｰﾄｱｲﾗﾝ
ﾄﾞ現象が顕著に見られる地域
を中心に14箇所に増強

○ＷＢＧＴの実測値等のよりき
め細かな情報提供の実施

新たに…


